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Note: *1: solid and dotted lines represent the maximum and minimum fines.      *4: case in Dubai. 
*2: fine increases by one third if the offense occurs during nighttime (10p.m.-7a.m.)
*3: fines for excess speed greater than 60km/h are set at maximum amounts. 
*5: assuming the speed limit of 120km/h and 70km/h for motorways and urban roads, respectively.
*6: fines for excess speed greater than 30km/h on motorways and 40km/h on other roads are decided by the courts. 
*7: case in Ontario province. Fines for excess speed greater than 50km/h are decided by the courts. 

【提出用】

安全・快適を実現する「自ら語る みち」のデザイン

みち（道路や街路）では、歩行者、自転車、自動車、バス、トラックなど、速さや大きさ、行きた
い方向の異なる様々な利用者が空間を分け合いながら移動しています。利用者それぞれに、他者の
ために自身の動きを制限しなければならない場面があります。「自ら語るみち」とは、その構造や
交通運用によって注意すべき対象や望ましい挙動を理解できる道路や街路のことです。そこでは、
人々が自然に行った振る舞いがみんなの安全や快適に繋がります。

道路・街路ネットワーク計画論

Designing Self-explaining Roads for Safety and Comfort

文

交通安全文化

道路・街路設計と交通運用の
ための利用者挙動観測と解析

人々はどのようなみちでどのように振る舞うのか
理解することで、望ましい挙動を促すみちの構造
や運用を検討します。

多様な利用者ニーズを満たすためには、1本
1本のみちで優先する機能を明確にしつつ
全体でバランスをとる必要があります。
このようなみちの機能の定め方を検討します。

人々のみちでの振る舞いは、みちの構造や
運用だけでなく、法制度や取締り、運転
免許制度、交通安全教育、歴史や経済状況、
文化、風土などにも影響を受けています。
異なる地域の比較を通じて、このような
「交通安全文化」の理解に努めています。
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どう語らせる？

バルブアウト横断歩道
の効果検証実験

沿道出入車両と歩行者の相互干渉評価 立ち止まり空間の評価

何を語らせる？ どこで語らせる？

歩車を考慮した
階層街路網計画

速度超過に対する
罰則金の

9か国間比較

鳥海研究室

バス発着施設の幾何構造
と運用方法の検討実験

道路・街路ネットワーク計画、道路設計、交通挙動解析、交通安全� Cw504
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